
海上保安庁は辺野古埋め立てに加担するな！ 

✩ 抗議のＴＥＬ・ＦＡＸを送りましょう！ ✩ 
    

翁長沖縄県知事が「辺野古埋め立て許可」を取り消しました。 

翁長沖縄県知事は、１０月１３日、辺野古新基地建設のための埋め立て許可を取り消しました。しか

し安倍政権はこの翁長県知事の取り消しに従わず、ボーリング調査を強行しています。戦争法強行採決

と同じ独裁政治です 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

海上保安庁は抗議の市民を「犯罪者」扱いしています！ 

辺野古現地では、作業強行に対して抗議船・カヌーによる抗議・阻止行動が続いています。 

しかし海上保安庁は、数十のゴムボート、沖合には巡視船を配備し市民の行動を押さえ込んでいま

す。現場の海猿（海上保安官）は、主に領海侵犯や不審船、不法操業の外国漁船の取締りに当たる

隊員たちです。彼らは抗議のカヌーに乗った人を海に引きずりこみ、わざと水を飲ませ、抗議船に

定員をこえて乗り移り転覆させます。そのため多くの負傷者が出ています。抗議の市民を主権者と

してではなく「犯罪者」として取り扱っています。まったく許せません。 

 

海上保安庁は直ちに辺野古から撤退するべきです。 

 海上保安庁は、翁長県知事の埋め立て許可取り消しに従 

うべきです。全国から「海上保安庁は辺野古から撤退する 

べき」との声を集め、辺野古現地で頑張っている市民とつ 

ながって、辺野古新基地建設を止めましょう。 

 

埋め立て工事のため

の「臨時制限区域」

を示すフロートをこ

える抗議のカヌー。

向こうには海上保安

庁の警備艇が見えま

す。海も空も青い。

「埋め立て」は許せ

ません。 
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「海保は辺野古から撤退を！」 

抗議先：海上保安庁 

 担当部署 総務部政策広報室 

      警備救難部警備課 

 TEL 03-3580-2083（代表） 

 FAX 03-3581-4708 

 

抗議の市民を拘束する海上保安官 



辺野古の海を埋め立てないで！！ 
両社は全国各地からの埋め立て工事についての質問要請に対して「お答えする立場にない」として

誠意ある対応を一切していません。「環境保全」の企業理念を守り、埋め立てをやめてください。 

 

サンゴを壊す大成建設（株）      ボーリング調査を強行する中央開発（株） 

大手ゼネコンの大成建設㈱は環境の保全と創

造への取り組みとして「環境問題の重要性を認識

し、環境の保全と創造に積極的に取り組み、自然

と人間の共存を目指します」や、「生物多様性の

保全活動を積極的に行うこと」を会社理念として

いますが、米軍基地を建設するために、フロート

やブイを固定するアンカーと称して辺野古・大浦

湾のかけがえのない珊瑚を踏み潰す２０～４０

トンという巨大なコンクリートブロック設置な

ど、環境破壊に深く関わっています。 

大成建設は、私たちの税金約６０億で工事を受

注しています。大成建設は社会的影響力を熟考さ

れた上で、すべての生物の命を尊重し、法律や企

業理念を遵守し、利益優先の工事は即時、中止し

なければいけません。大成建設に対する抗議行動

は東京本社、名古屋支店、関西支店、九州支店な

どで行われていますが市民の声も聞かない対応

をしています。 

 

 

                                                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                    

中央開発㈱は建設総合コンサルタントとして、自然災

害に対する防災技術、土壌や大深度地下に関する地盤環

境調査等「人と土と水」を軸にしている企業です。しか

し、８割以上が辺野古新基地反対している沖縄県民の民

意を全く無視して現在強行されている海底ボーリング

調査の受注業者です。まさに今、彼らが海の破壊を行っ

ています。 

このボーリング調査が終われば、必然的に米軍基地の

ための埋め立てが開始され基地建設が強行されます。 

この調査を止めるために、カヌーや動力船で抗議行動を

行う非暴力の市民を、海上保安庁が暴力的に排除するこ

とによって進められています。既に多くのケガ人が出

て、動力船の転覆事故まで起こっています。子どもや孫

たちに希少なサンゴ礁もある自然豊かな海を残すため

に、県民に信頼される企業として基地建設のための調査

を中止しなければいけません。 

 

ボーリングのためのヤグラ。中央開発のホームページに

は「美ら海のサンゴ礁の危機を救う」と記載されています

が、ヤグラが珊瑚礁を破壊しています。 サンゴを踏み潰す「トンブロック」。大成建設のホーム

ページには「人に優しく地球に優しくいきいきと暮らせる

環境づくり」と記載されていますが、実際は正反対です。 

 

抗議先 「大成建設は辺野古埋め立てをやめて」 
大成建設㈱関西支店 
大阪府大阪市中央区南船場1-14-10 
TEL 06-6265-4504  
http://www.taisei.co.jp/contact/index.html 

「お問い合わせ」ページよりメールできます。 

抗議先 「中央開発は辺野古ボーリングをやめて」 
中央開発㈱関西支社 
大阪府吹田市垂水町3-34-12 
TEL 06-6386-3691 FAX 06-6386-5082 
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